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地域へ貢献となれば

子ども達の成長のために

精
せいま

麻の良さを広めたい

　大田原市内に複数の飲食店を出店しているセルヴィー
ルグループから、子どもたちの成長に役立ててもらいた
いとのことで、10万円の寄附がありました。
　セルヴィールグループからは、平成30年度から寄附を
いただいています。今回の寄附金については、親園小学
校および宇田川小学校に配分いたしました。

　阿久津憲人氏より精麻で編み込んだ特製の「令和与一く
んの木札」が寄贈されました。
　阿久津氏は市内で梨農家を営みながら、麻の栽培免許
を取得し、全国に三十数軒しかない麻農家となりました。
５年前から「とちぎしろ」という産業用の麻を栽培してい
ます。この木札の精麻は、横綱の化粧回しや神社のお祓
いなどにも使われている、日本の神事には欠かせない重
要なものです。今後の活躍にも注目していただきたいと
思います。

　こくみん共済coop < 全労済 >那須塩原支所（那須塩
原市五軒町）より横断旗 280 本が寄贈されました。この
活動は、未来ある子ども達をみんなで事故から守ること
を目的とした「７才の交通安全プロジェクト」の取り組み
の一つとなります。こくみん共済coop <全労済>の協
力団体における車の補償点検数とマイカー共済の見積
もり件数に応じた横断旗の寄贈となりました。
　当日は、那須地区運営委員会の室井運営委員長から
津久井市長へ寄贈されました。

　野崎工業団地に工場がある自動車部品メーカーの京
浜精密工業株式会社（本社：横浜市神奈川区）から新型
コロナウイルス感染症の予防と拡大防止の一環として、
本市にマスクが寄贈されました。
　当日は、駒場徹郎取締役社長から津久井市長にマス
ク10,000枚が寄贈され、学校や学童保育施設、医療・
福祉関係者に配布し、活用されました。

４/22

京浜精密工業株式会社　マスク寄贈
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４/23

セルヴィールグループからの寄附

精麻を使った令和与一くんの木札を寄贈

こくみん共済coop <全労済>　横断旗寄贈
子ども達の交通安全を見守りたい

４/９

nap
htawara

スナップおおたわら
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※面談はマスク着用で行いました
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湯湯津上庁舎 黒黒羽庁舎 生生涯学習センター 体県立県北体育館本本庁舎（新庁舎）
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手作りマスクでつながる輪

放課後児童クラブの子ども達を応援

空間除菌でコロナに負けるな

　ドン・キホーテ大田原店（加治屋）の櫛一貴店長からお
菓子や抗菌タオルなど新型コロナウイルス対策支援物資
が寄贈されました。
　寄贈していただいた支援物資は、ドン・キホーテ大田
原店の意向により、小学校の臨時休業で長い時間を過ご
すこととなった、市内23か所の放課後児童クラブの子ど
も達へ配布いたしました。

　市内での感染者が確認されたことを受け、株式会社加
藤石油（城山 2丁目）の加藤久雄社長と、環境関連機器開
発の株式会社日本エコソリューションズ（東京都千代田
区）の坂本明社長の両名から、次亜塩素酸水を噴霧して空
間除菌をするための加湿器と生成パウダーが寄贈されま
した。
　現在、市役所本庁舎の１階から３階を中心に稼働し、
来庁する市民の皆さまの感染症予防に役立っています。

　社会福祉法人エルム福祉会で運営するSELPみなと（本
町１丁目）から、新型コロナウイルスの影響で品薄に
なっている次亜塩素酸生成水の寄贈をいただきました。
　この次亜塩素酸生成水はSELPみなとが機械を導入・
製造しており、寄贈していただいた次亜塩素酸生成水
は、市内の公立保育園と放課後児童クラブに配布いた
しました。

　新型コロナウイルス感染症予防として、株式会社奈
良スポーツ（紫塚２丁目）の奈良靖久社長からマスク
1,200枚を必要な方に届けてほしいと、またマスクを手
作りするためのＴシャツの生地などを寄贈されました。
　Ｔシャツの生地は、ボランティア連絡協議会黒羽支
部の皆さんが「自分たちにできることをやっていこう」
という想いから手作りでマスクを作成し、市社会福祉
協議会を通じて、生活に困窮している方などに届けら
れました。

４/30

株式会社奈良スポーツ　マスク・Tシャツ生地寄贈

４/27

４/30

ドン・キホーテ大田原店　お菓子・抗菌タオルなど寄贈

株式会社加藤石油　株式会社日本エコソリューションズ
次亜塩素酸水・遠心式加湿器一式寄贈

社会福祉法人エルム福祉会　除菌水寄贈
除菌水で地域貢献

４/24

※面談はマスク着用で行いました

※面談はマスク着用で行いました
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　今月紹介する樹木は、鶯谷公園のハクウン
ボク、実

み ど り あ ば は ら じ ぞ う

取阿波原地蔵のナツグミ、黒羽城址
のシラカシの３本です。
　ハクウンボクは白い可憐な花を咲かせ、そ
の名のとおり白い雲がたなびく様子から名付
けられたそうです。
　詳しい場所などについては、
市ホームページをご覧ください。

鶯谷公園のハクウンボク

実取阿波原地蔵のナツグミ

マスクがつなぐ、あたたかい想い

　新型コロナウイルス感染症予防に役立てたいと、大田
原ロータリークラブからマスク1,000枚の寄贈がありま
した。市内での感染が気になる状況の中、「今、できるこ
とは何か」を考え、マスクが必要でなかなか手に入りにく
い方に届けたいという会員の想いが形となりました。
　寄贈されたマスクは、市社会福祉協議会・地区見守り
隊（会）を通じて、市内の安心生活見守り事業の見守り利
用者の皆さんに届けられました。

大田原ロータリークラブ　マスク寄贈

５/７

　農林整備課　　４階　　（２３）８８１３本

黒羽城址のシラカシ
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